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BizEarth 幹事会（2024 年 2 月 7 日）議事録(案) 

 

●日時： 2024 年 2 月 7 日（水）15：00～17：30 

●場所： NV5 Geospatial株式会社 （東京都文京区本郷 1-20-3 中山ビル 3F）  

●議題  以下の通り 

１．A/I 状況確認 
各項目で確認 

２．活動計画と報告 
(1) 関係部門との連絡調整 

・内閣府宇宙戦略事務局 

 動きなし、リモートセンシング/宇宙技術戦略会議の内容検討中と思われる。4 月頃

総会の前に訪問する。 

・リモセン TF 会合 

➢ CONSEO ができたことで、政策へのインプットは CONSEO に移行する。 

実態は不明だが、そのような動きのもよう。 

➢ 利用分科会：カーボン、防災など 4 つに分かれている。 

 能登地震で衛星データは実利用できているか？→役所が使えるレベルまで

落とし込めていない、衛星データ＋GIS＋住所録までのマージが必要。 

➢ CONSEO の内情に関して白坂先生に内情を聞く。 

 JAXA 基金の投入先として CONSEO？ 

 TFはなくなっていない。ALOS後継機は公募となったが、TFの動きなし。 

➢ BizEarth としてどう動くか。 

➢ TF の目的は？衛星活用の出口を定義づけする？ 

➢ CONSEO は三年間の予算を確保。→来年度で一度終了。 

➢ CONSEO において BizEarth としての発言は難しい。BizEarth を代表するユース

ケースはない。会員に対するハブにはなりうる。 

 

➢ CONSEO において、リモセン学会はデジタルとグリーン分野における調査を

JAXA より依頼されている。CONSEO としての資料として出される。 

➢ BizEarth の作業部会とマッチするものがあれば CONSEO で発言できる。 

➢ CONSEO において BizEarth が活動するのであれば、総会の前に会員に諮る必要

がある。 

 

➢ BizEarth で勉強会、講演会を回数多く実施することにも意義がある。自社の紹

介でもよい。会員間のつながりのきっかけになる。白坂先生との意見交換。 

 

(2) 企画・提案活動 

・内閣府宇宙戦略事務局 

 

・経産省宇宙産業室 

➢ 伊奈さんは異動のもよう（2024 年 7 月頃）。Geoint 系の調査研究、日大の危機

管理学部に Geoint 学部を作る。 

 

・JAXA 

CONSEO, TF に同じ 

➢ リモセン TF に関しては別途 Excel 参照 

 3 月 5 日に総会があり、そこでまとめる。新井幹事、渡邊幹事である程
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度まとめて会員へ展開する。 

 

・さくらインターネット→Tellus 

➢ （「Tellus はもはや国のものではない」） 

➢ 入館申込書、請求書を山崎さんへ送る。（向井田さんにも送る。） 

 

・CONSEO 

➢ 下記、先に白坂先生に聞いて確認する。 

 JAXA 基金の行先に興味がある。利用に流れるのか？ 

 スタートアップの衛星開発メーカには資金が流れている。 

 利用系のスタートアップには資金が流れているか？ 

 利用に関する提案をすると資金が流れるか？ 

 日米では、インフラや人材の濃さ、資金の落ち方が異なる。 

 CONSEO に対し、利用分野に JAXA 基金を流すように働きかけができると

よい。白坂先生と一緒に。 

 JAXA に対し予算（1 千億円／年×10 年）の内訳を確認すべき。白坂先生

→CONSEO→JAXA の順。 

 

 

(3) 作業部会 

・地域連携作業部会 

➢ 自治体への導入が進む漏水検知への衛星画像適用に関し、導入の背景を調査。

入手資料を含め、会員企業に展開予定。 

 北海道の事例を展開できる形で事務局に渡す。←宮本幹事 

 

・若手作業部会 

➢ 特に動きなし。 

➢ 座長は橋本さん、コアメンバーが忙しく時間が取れないのでコアメンバーの入

替を含めて検討する。 

➢ メンバーを確認する。 

 

・新規作業部会について 

➢ 特になし。 

➢ 例えば、勉強会作業部会の立ち上げなどはどうか。 

 

(4) 広報活動 

・宇宙カタログ 

➢ 特になし。 

 

・会員獲得活動 

➢ 今後は、講演会参加者に宣伝するのはどうか。 

➢ 現時点では、幹事会が営業する。 

➢ さくらインターネット、Oppofields 向井田さんに申込書と請求書を送る。 

 

(5) リモートセンシング人材の育成支援 

➢ リモセン学会の動きは？ 

➢ 衛星リモセンだけではなく、AI や他の観測手段などと絡めるとよいのでは。 

➢ 若手会、Geoint 勉強会などを利用する。 

 

(6) その他活動 

・要処置事項討議・フォロー 

・情報公開（HP）、新サーバ・メーリングリスト・ドメイン管理（富士通/北山さんの
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アドレス追加）JAXA/祖父江様の資料を Upする。 

➢ 特になし。 

３．講演会 
(1) 事後処理 

➢ 発表者のスライド公開の可否の確認状況。 

 北海道庁→宮本幹事確認後展開。 

 服経験、経産省、JAXA は入手済み 

➢ 参加リスト：申し込みリストに参加の有無の印をつけたものがある。 

➢ 全 48 名参加。 

➢ 今後は、参加者へのお礼の連絡ならびに BizEarth の宣伝をすべき。 

➢ 交通費、経費の精算は完了。 

➢ 日経ビジネスが 3 名参加。メディア分野において興味あり？ 

➢ 全て Up 後に会員へメール、勉強会の案内も別途メール。 

４．勉強会 
テーマを持ち寄り、決定する。  

 

       日程案  2024 年 3 月 12 日（火）15:00～17:30 

場所：RESTEC  202 会議室（オンラインも一応準備、メインはオンサイト） 

参加：各社 2 名まで。 

司会：下田幹事、新井幹事 or 渡邊幹事 

内容：（案） 

第 1 案： 

➢ 白坂先生へ話を聞く。（先生に話をして頂き、その後討論。） 

➢ JAXA 基金の流れ 

➢ 内閣府宇宙技術戦略 

➢ CONSEO の立ち位置 

➢ 実利用の現状と問題点 

➢ 最新のトピックス 

 

第 2 案： 

➢ 衛星データの利用事例（会員の 4 社くらい） 

➢ 各社 10 分程度 

 パスコ、ESRI、国際航業、NV5、スカパー 

 実績と課題 

 

2 月 15 日にメールを出す。メールの文面のたたき台は大川が作成。 

※懇親会は 18 時から南国亭。 

※会員各社の紹介は総会で行う。 

５．BizEarth に求める活動について 
作業部会の活動を中心に、求める方向性を議論する。  

 

➢ BizEarth の活性化が必要。 

➢ 議事 2 の議論を参考。 
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６．事務局からの報告、連絡事項 
➢ 富士通/井上幹事の後任に北山さん。 

７．その他 

・次回幹事会開催予定：2024年 4月 16日（火）15時 RESTEC （総会準備） 

 

 以上 


